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お読みください

　

日 刊　月 2900円
日曜版　月 800円

　
　
合
併
に
あ
た
っ
て
、
岩
国
市
で

の
住
民
の
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
は
ど

の
よ
う
に
調
整
す
る
の
か
。
　
さ

ら
に
法
定
協
議
会
で
新
庁
舎
の
建

設
費
（
104億
円
）
は
「
基
金
と
補

助
金
」
の
み
で
借
金
を
し
な
い
で

建
設
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

市
庁
舎
建
設
事
業
の
計
画
と
そ
の

金
額
の
内
訳
に
つ
い
て
質
問
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
当
局
は
、
総
合
的
な
住
民
福
祉

の
向
上
や
可
能
な
限
り
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
高
い
方
法
へ
、
負
担

は
低
い
方
」
へ
合
わ
せ
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
を
基
本
に
す
る
と
し

な
が
ら
も
、
適
正
な
受
益
者
負
担

等
を
考
慮
し
、
新
市
の
健
全
な
財

政
運
営
を
心
が
け
る
と
し
ま
し

た
。

　
庁
舎
の
建
設
費
用
の
概
算
は
約
104

億
円
。
そ
の
内
訳
は
、
庁
舎
の
本
体

工
事
費
等
が
約
92
億
円
、
設
計
や
調

査
等
の
業
務
委
託
費
が
約
５
億
円
、

現
庁
舎
や
市
体
育
館
の
解
体
費
、
仮

設
の
駐
車
場
整
備
費
、
備
品
購
入
等

が
約
７
億
円
。

　
建
設
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
と
協

議
を
行
な
っ
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　
尚
、
市
町
村
合
併
推
進
特
別
委
員

会
で
当
局
は
私
、
山
田
の
質
問
に
答

え
「
補
助
基
金
」
と
は
　
S
A
C
O

関
連
（
沖
縄
の
普
天
間
基
地
の
K
C

130
空
中
給
油
機
を
岩
国
基
地
に
移
駐

す
る
見
返
り
な
ど
）
と
答
弁
、
資
金

が
不
足
し
た
場
合
に
は
起
債
を
す
る

と
し
ま
し
た
。

•@

六
月
議
会
は
六
月
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
十
七
名
登
壇
し
ま
し

た
。
　
私
、
山
田
泰
之
は
「
市
町
村
合
併
問
題
」「
道

路
問
題
」「
農
業
問
題
」「
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
質

問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
国
道
188
号
の
渋
滞
解
消
の
た
め

「
岩
国
南
バ
イ
パ
ス
の
南
伸
計
画
」

と
「
昭
和
町
―
藤
生
線
」
の
進
捗
計

画
を
尋
ね
る
と
共
に
早
期
に
道
路
建

設
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

　
又
、
国
立
岩
国
病
院
の
入
り
口
の

踏
み
切
り
を
挟
ん
で
の
交
差
点
は
大

変
混
雑
し
、
危
険
で
あ
る
と
指
摘

し
、
一
つ
の
案
と
し
て
、「
市
道
藤
生

町
24号
線
と
市
道
黒
磯
町
１
号
線
を

結
ぶ
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
山
側
に
新
た

な
道
路
」
を
建
設
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
当
局
は
国
道
188
号
の
バ
イ
パ
ス
の

南
伸
計
画
は
「
岩
国
柳
井
間
地
域
高

規
格
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」

を
通
じ
国
土
交
通
省
、
山
口
県
等
に

要
望
し
て
い
る
と
答
弁
。

　
さ
ら
に
昭
和
町
―
藤
生
線
の
灘
町

側
は
、
岩
国
市
の
財
政
状
況
か
ら
、

岩
国
南
道
路
及
び
岩
国
大
竹
道
路
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
元
町
錦
見
線
改
良

事
業
が
緊
急
に
整
備
す
る
必
要
性
の

た
め
、
当
分
の
間
、
中
止
と
し
ま
し

た
。

　
又
、
国
立
岩
国
病
院
前
の
混
雑
解

消
対
策
と
し
て
、
当
局
は
「
既
存
市

道
が
侠
小
で
あ
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
の
踏

み
切
り
と
平
面
交
差
点
で
あ
る
こ

と
、
家
屋
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
、

国
病
か
ら
南
方
面
の
方
々
は
利
用
で

き
な
い
」
等
々
、
困
難
な
理
由
ば
か

り
述
べ
、
こ
の
場
所
の
混
雑
解
消
・

安
全
対
策
を
何
ら
示
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
私
、山
田
は
岩
国
市
を
含
め
山
口

県
や
周
辺
の
市
町
村
で
、広
島
駅
〜

岩
国
駅
間
の
シ
テ
ィ
電
車(

10
分
間

隔
運
転)

を
柳
井
駅
ま
で
延
長
す
る

よ
う
運
動
し
て
い
る
が
、こ
れ
が
実

現
し
た
ら
国
立
岩
国
病
院
前
の
踏
み

切
り
は
「
開
か
ず
の
踏
み
切
り
」
に

な
る
と
指
摘
し
、強
く
混
雑
解
消
の

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　　
私
は
黒
磯
地
区
の
住
民
か
ら
「
仏

壇
の
お
鉢
に
ア
リ
が
群
が
る
、
食
卓

の
食
べ
物
に
群
が
る
、
冷
蔵
庫
の
中

ま
で
入
り
込
む
」
さ
ら
に
農
作
物
に

も
被
害
が
出
て
い
る
等
を
示
し
、
対

策
を
求
め
ま
し
た
。

　
当
局
は
五
月
九
日
に
実
態
調
査
を

実
施
。
調
査
地
区
は
黒
磯
地
区
、
元

町
地
区
、
岩
国
駅
前
周
辺
の
３
地
区

22
ヶ
所
で
実
施
。

黒
磯
町
周
辺
３
地
点
、
元
町
周
辺
１

地
点
、
岩
国
駅
前
周
辺
２
地
点
計
６

地
点
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
が
確
認

さ
れ
た
と
答
弁
。

又
、
岩
国
市
の
今
後
の
方
針
と
し

て
、
東
京
大
学
農
学
部
の
研
究
者
ら

の
実
験
結
果
を
注
意
深
く
見
守
る
、

今
後
、
国
や
山
口
県
に
情
報
提
供
や

協
議
等
を
行
な
う
と
し
ま
し
た
。

　
農
作
物
被
害
に
対
し
て
は
、
農
薬

の
使
用
等
を
県
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
情
報
収
集
に
努
め
慎
重
に
対
処
す

る
と
し
ま
し
た
。

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」
は
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
な
る
？

　
国
立
岩
国
病
院
前
の

　
　
　
　
　
　
混
雑
解
消
対
策
を
求
め
る

 

南
・
北
河
内
、
藤
河
、
阿
品
、
御
庄
、
師

木
野
、通
津
と
岩
国
周
辺
全
域
に
多
大
な

被
害
が
出
て
い
る
。近
年
、観
光
地
横
山
周

辺
に
も
出
没
、強
力
な
対
策
を
と
ら
な
け

れ
ば
、市
街
地
へ
の
出
没
も
避
け
ら
れ
な

い
。農
家
の
自
衛
に
も
限
界
あ
り
、行
政
、

農
協
と
一
丸
と
な
っ
て
の
対
策
が
必
要
。

関
係
機
関
と
も
十
分
協
議
し
早
急
な
対
策

を
求
め
ま
し
た
。

 

当
局
は
昨
年
度
か
ら
移
動
式
捕
獲
器
を
購

入
、こ
の
際
多
く
の
方
に
狩
猟
免
許
を
取

得
し
て
頂
き
、自
衛
ワ
ナ
の
活
用
を
期
待

す
る
と
し
ま
し
た
。

 

山
田
は
、イ
ノ
シ
シ
対
策
費
の
補
助
金
の

増
額
を
求
め
ま
し
た
。

　
イ
ノ
シ
シ
の

　
　
　
被
害
対
策
を

市
町
村
合
併
問
題

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ

　
　
対
策
を
求
め
る


